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唐
代
「
滋
統
税
い
ふ
考

t土

じ

め

宋
代
、
こ
と

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
、
加
え
て
、
も
と

に
お
い
て
、

自
己
に
至
る
〈
滋
〉
を
伝
え
た
人
と
し
て
系
統
的
に
考
え
る
道
統
の
観
会
が
、
極
め
て

麓

で

あ

っ

た

お

よ

び

『

中

庸

h

の

主
総
務
問
』
『
孟
?
?
b

の

の

密
接

つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の

で
あ
る
。

ぞ
れ
が
所
謂
道
続
論
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
食
品
。
ら
に
離
説
的
に
言
え
ば
、
発
i
舜

i
高

揚

i
文
i
武
l
周
公
と
授
受
さ
れ
た
古
の

の
教
え
を
孔
子
が
法
え
、
次
い
で

を

叫
-
中
庸
』
を
著
し
、

し
て
孟
子
に
相
伝
し

孟
子
以
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後
そ
の
伝
統
が
途
絶
え
、
宋
代
に
な
っ
て
自
分
た
ち
が
そ
の
断
絡
し
た
学
際
を
受
け
継
い

そ
し
て
か
か
る
道
統
論
の
先
壊
れ
悠
な
し
た
人
物
と
し
て
は
、
中
唐
の
文
豪
、
斡
愈
〈
七
六
人

5
八
二
四
〉
が
名
高
い
。
こ
れ
は
、
設
う

ま
で
も
な
く
朱
子
が
『
設
予
集
注
』
序
設
に
、
韓
愈
の
「
豪
遊
」
や
「
送
五
議
秀
才
序
」
な
ど
の

大
き
く
濁
っ
て
い
る
。
朱
ネ
J

が
韓
意
に
対
し
て
、
深
い
尊
崇
の
念
令
線
い
て
い
た
こ
と
は
、

と
整
理
で
き
よ
う
ひ

の
説
を
引
い
て
称
揚
し
た
こ
と
にを

著
し
て
い
た
こ
と
マ
も
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ

は
、
「
道
統
」
と
い
う
言
葉
を
夜
っ
て

孟
子
以
後
の
断
絶
、
そ
れ
を
継
ぐ
の

て
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

な
ど
に
お
い
て
、

の

。〉

で
あ
る
と
い
う
議
魚
な
ど
が
説
か
れ
て
お
り
、
韓
愈
の
説
く
と
こ

宋
学

明
、
い
う
道
統
論
の

二
分
に
先
敬
り
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、

支
た
確
か
で
あ
る
。

で
は
一
体
、

の
一
一
一
一
お
わ
ば
道
統
裁
は
、

い
か
な
る
経
緯
、

っ
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

空
前
後
の
時
代



を
通
じ
、
道
統
な
い
し
そ
れ
に
類
す

の
道
統
説
の
実
藤
と
、
そ
れ
が
形
成
さ
れ
た
過
程
の
検
討
を
中
心
と
し
て
、

の
で
あ
る
。

た
も
の
は
、
外

で
あ
っ
た
の
か
。

は
、
以
上
の

に
お
き
、
韓
態

に
お
け
る
道
統
説
発
生
の
背
景
と
展
開
掲
の
跡
、
な
探
る
も

古
文
運
動
と
〈

〉
-
柳
宗
一
沼
の
一
…
人
に
よ
っ
て
、
八
古
文
〉
と
い
う
文
体
が
主
張
さ

代
わ
る
文
体
が
確
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
韓
愈
が
〈
合
文
〉
の
護
輿
を
主
唱
し
、
そ
の
運
動
を
強
力

文
学
史
上
の

し
て
、
通
常
、

こ
れ
以
来
、
紛
文
に

官昔

"" r ノ

'I 

ま
枠
憲
主
』
)

韓
愈
と
人
難
的
に
速
な
る
先
駆
的
な
食
文
家
と
し
て
、

の
弟
子
」

る
張
籍
、

孟
郊
ら
の

々
も
そ
の
歩
み
を
と
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ま
で
も
な
く
、
後
没

も
に
し

議
開
棋
士
、
独
薬
及
、
梁
療
な
ど
の
諮
問
閉
が
あ
っ
た
こ

と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
l
T

口
文
運
動
が
、
道
統
税
発
生
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
、
当
然
、
予
想
会
れ
る
。
古
文
運
動
は
、

な
く
、
韓
愈
の
女
婿
、
李
漢
の
「
文
は
潜
在
繋
く
の
器
な
り
」
(
吋
器
製
文
集
序
」
)
と
云
う
設
薬
に
、
識
的
に
そ
の
性
格
が
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
文
議
・
文
学
は
〈
滋
〉
つ
ま
り
聖
人
の
教
え
宏
明
か
に
す
る
た
め
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
、
と
ま
で
主
張
さ
れ
、
〈
遊
〉
自
体

が
重
要
な
意
味
、
そ
も
つ
よ
う
に
な
り
、
思
想
灘
勤
に
連
動
し
、
深
化
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
表
商
的
な
修
辞
に
お
く
脚
駅
文
を
一
合
怒
し
て
文
章
の
内
容
、
思
想
性
が
重
視
さ
れ
る
以
上
、
必
然
的
に
、

に
文
体
改
革
を
唱
え
た
の
で
は

役
る
べ
き
八
道
〉
自
体
が
議
論
の
対
象
と
な
り
、
人
選
〉
の
内
容
が
問
わ
れ
、
解
明
す
ベ

し
て
上
っ
て
来
る
と
考
え
ら

北
大
文
学
部
紀
委



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
の
中
に
、
八
道
〉
の
正
統
性
の
問
題
、
道
統
の
説
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
経
緯
を
、
先
駆
的
古
文
家
の
文
学
観
に
照
↑
り
し
て
追
っ
て
み
よ
う
。

『
旧
唐
書
』
巻
一
六

O
-
「
韓
愈
伝
」
の
初
め
に
「
大
暦
・
貞
元
の
問
、

:
:
f
独
孤
及
・
梁
粛
最
も
淵
奥
と
称
せ
ら
れ
、
儒
林
に
推
重
せ

う

時
に
並
ん
で
称
揚
さ
れ
た
一
方
の
古
文
家
、
独
孤
及
は
、

同
じ
梁
粛
に
よ
る
と
、

次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
と
い

ら
る
」
と
云
う
、

必
ず
道
徳
を
先
に
じ
て
文
学
を
後
に
す
。
(
『
全
唐
文
』
巻
五
一
八
「
常
州
刺
史
独
孤
及
築
後
序
」
)
〔
1
〕

文
章
は
以
て
道
を
仮
る
ベ
し
、
道
徳
は
以
て
長
く
保
つ
ベ
し
。
完
全
唐
文
』
巻
五
一
一
一
一
「
祭
独
孤
常
州
文
」
)
〔
2
〕

梁
粛
自
身
も
そ
の
主
張
を
同
じ
く
し
つ
つ
、
寸
常
州
刺
史
独
孤
及
集
後
序
」
(
同
右
)
の
中
で
次
の
よ
う
に
云
う
。
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道
徳
仁
義
は
、
文
に
非
ざ
れ
ば
明
か
な
ら
ず
。
礼
楽
刑
政
は
、
文
に
非
ざ
れ
ば
立
た
ず
。
〔
3
〕

独
孤
及
は
、
文
章
の
浮
華
を
排
し
て
内
容
を
重
視
し
、
八
道
〉
を
優
先
す
べ
き
と
説
き
、
梁
粛
は
、
八
道
〉
の
内
容
を
道
徳
、
七
義
、
礼

学
刑
政
に
求
め
て
い
た
。
さ
ら
に
韓
愈
の
兄
、
韓
会
に
な
る
と
、
「
文
衡
」
と
題
ず
る
一
篇

(
貌
仲
挙
編
『
新
刊
五
百
家
注
音
弁
昌
繋
文

集
』
付
「
韓
文
類
譜
」
巻
八
・
王
録
撰
「
韓
会
伝
」
所
引
)

道
徳
仁
義
礼
智
信
を
弁
じ
て
、
以
で
其
の
情
を
管
り
、
以
て
其
の
性
に
復
す
。
こ
れ
文
の
由
り
て
作
る
所
な
り
。
故
に
文
の
大
な
る

の
中
で
、

者
は
、
三
才
を
統
べ
て
万
物
を
理
め
、
其
の
次
は
損
益
を
叙
ベ
て
教
化
を
助
け
、
其
の
次
は
善
悪
を
陳
べ
て
勧
戒
を
備
ふ
。
伏
義
に

始
ま
り
孔
門
を
尽
す
は
、
こ
の
道
に
従
へ
ば
な
り
。
〔
4
〕

と
述
べ
、
文
章
の
本
質
と
そ
の
役
割
に
触
れ
た
後
、
文
章
の
よ
る
べ
き
〈
道
〉
の
指
針
を
「
伏
裁
か
ら
孔
門
ま
で
」
に
求
め
、

正
統
な
る

八
道
〉
の
方
向
を
さ
し
示
し
て
い
た
。



「
弔
古
戦
場
文
」
の
作
者
と
し
て
も
著
名
な
李
華
に
至
っ
て
は
、

よ
り
明
確
に
八
道

V
の
正
統
性
の
問
題
を
意
識
し
た
、
注
目
に
値
す

る
見
解
を
う
ち
出
し
て
い
る
。
寸
贈
礼
部
尚
一
書
清
河
孝
公
壁
内
集
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
云
う
。

有
徳
の
文
は
信
な
り
、
無
徳
の
文
は
詐
な
り
。
皐
陶
の
歌
、
史
克
の
頚
は
、
信
な
り
。
子
朝
の
告
、
宰
掛
の
詞
は
、
詐
な
る
も
の
に

し
て
、
士
君
子
ζ

れ
を
恥
づ
。
夫
子
の
文
章
は
、
健
商
こ
れ
を
伝
ふ
。
値
商
残
し
て
孔
仮
孟
刺
作
る
。
蓋
し
六
経
の
遺
な
り
。
屈
平

宋
玉
、
哀
し
み
傷
み
て
よ
り
、
鹿
と
し
て
返
ら
ず
。
六
経
の
道
遮
る
。
論
じ
て
後
世
に
及
ば
ば
、
力
足
る
者
は
、
こ
れ
を
知
る
能
は

ず
。
こ
れ
を
知
る
者
は
、
力
或
い
は
足
ら
ず
。
則
ち
文
義
寝
み
て
以
て
微
か
な
り
。
文
は
行
を
顧
み
、
行
は
文
を
顧
み
る
。
此
れ
其

の
、
古
に
与
す
る
か
。
(
『
全
唐
文
』
巻
一
一
一
一
五
)
〔
5
〕

李
華
は
、
六
経
の
道
に
木
づ
く
も
の
こ
そ
が
有
徳
な
文
章
で
あ
る
と
し
、
そ
の
有
徳
な
る
孔
子
の
文
章
の
伝
統
は
、
弟
子
の
予
滋
・
子

夏
を
経
て
、
子
思
・
孟
子
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
哀
傷
を
う
た
う
屈
原
・
宋
玉
の
文
章
が
現
わ
れ
る
に
至
っ
て
隠
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。
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文
の
伝
統
を
説
く
も
の
と
は
い
え
、
も
と
よ
り
文
は
〈
道
〉
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
李
華
の
「
文
統
」
説
は
、
容
易
に

道
統
説
へ
と
転
化
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
古
文
先
河
の
文
学
観
を
い
く
つ
か
見
て
き
た
だ
け
で
は
あ
る
が
、
道
統
説
が
生
ま
れ
る
背
後
に
は
、
古
文
運
動
が
大
き
な
誘
因

と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
揺
が
し
難
い
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
、
文
章
論
と
は
切
り
離
さ
れ
、
独
立
し
た
形
で
道
統
説
が

展
開
さ
れ
る
に
せ
よ
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
、
手
段
と
し
て
の
文
章
で
、
八
道
〉
の
内
容
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
中
に
、
見
え
て
く
る

は
ず
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
韓
愈
に
道
統
説
が
示
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
に
は
、
そ
の
聞
に
ま
だ
時
間
的
な
過
程
が
あ
り
、

さ
ら

に
何
ら
か
の
要
因
を
求
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

張
籍
の
書
簡

韓
愈
門
下
の
張
籍
(
七
六
六

1
八
三

O
)
に
、
韓
愈
宛
の
二
通
の
書
簡
が
あ
る
。
韓
愈
に
も
そ
れ
に
応
じ
た
返
書
が
の
こ
っ
て
い
る
。

張
籍
の
書
の
内
容
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

一
つ
に
、
韓
愈
お
よ
び
門
下
の
聞
に
、
八
道
〉
自
体
が
解
明
す
べ
き
課
題
と
し
て
早
く
か
ら
上

と
推
測
さ
れ
る
点
、
二
つ
に
、
韓
愈
が
道
統
を
述
べ
た
「
原
道
」
の
思
想
内
容
の
大
枠
が
、
同
書
に
窺
え
る
点
で
あ
る
。

韓
愈
と
張
籍
の
聞
で
書
簡
が
交
さ
れ
た
の
は
、
貞
元
十
四
年
(
七
九
八
)
の
こ
と
で
、
張
籍
は
そ
の
前
年
、
孟
郊
(
字
は
東
野
)
の
紹

介
に
よ
り
、
一
日
州
に
居
た
韓
愈
の
面
悟
を
得
て
以
後
、
韓
愈
に
従
学
し
て
い
た
。
韓
愈
の
「
与
鴻
宿
論
文
書
」
に
、

っ
て
い
た
、

張
籍
な
る
者
有
り
、
年
は
期
よ
り
長
ず
れ
ど
も
、
ま
た
僕
に
学
ぶ
。
其
の
文
、
期
と
相
上
下
す
。

に
庶
幾
か
ら
ん
。
(
『
五
百
家
注
昌
察
文
集
』
巻
十
七
)
〔
6
〕

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
同
書
中
に
見
え
る
劉
と
は
、
李
酬
朔

一
二
年
こ
れ
を
業
と
せ
ば
、
五
る

34 

(
七
七
四

i
八
一
三
ハ
)

年
、
韓
愈
と
「
兄
の
交
り
を
得
」
て
以
後
、
古
文
推
進
の
歩
み
を
終
生
と
も
に
し
た
。
ま
た
李
期
と
張
籍
の
二
人
は
、
韓
愈
に
従
学
し
て

数
年
後
に
は
、
韓
愈
が
歴
代
の
文
人
と
し
て
，
鳴
る
者
を
と
り
あ
げ
た
「
送
孟
東
野
序
」
(
貞
元
十
九
年
作
)
の
中
で
、
「
吾
に
従
ひ
て
遊
ぶ

者
、
李
期
・
張
籍
其
の
尤
な
り
」
(
同
巻
十
九
)
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
韓
愈
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

の
こ
と
で
、

張
籍
よ
り
も
一
年
早
い
貞
元
十

さ
で
、
張
籍
の
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。
「
張
籍
遺
公
第
一
室
田
」
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

頃
ご
ろ
論
を
執
事
に
承
く
。
嘗
に
以
為
へ
ら
く
、
世
俗
、
陵
臨
時
し
、
古
昔
に
及
ば
ず
、
と
。
蓋
し
聖
人
の
道
、
廃
弛
す
る
こ
と
の
為

す
所
な
り
。
宜
尼
没
し
て
後
、
楊
朱
墨
料
、
吹
誼
異
説
も
て
、
人
聴
を
干
黙
す
。
孟
判
、
室
百
を
作
り
て
こ
れ
を
正
し
、
聖
人
の
道
、

ま
た
世
に
存
す
。
秦
氏
、
学
を
滅
し
、
漢
、
重
ね
て
寅
老
の
術
を
以
て
人
民
教
へ
、
入
を
し
て
寝
く
惑
は
し
む
。
揚
雄
、
法
言
を
作



り
て
こ
れ
か
}
弁
じ
、
聖
人
の
議
な
ほ
明
か
な
り
。

の
衰
末
に
及
ん
で
、
西
域
の
浮
壊
の
法
、
中
闘
に
入
る
。
中
間
憾
の
入
、
一
世
世
訳

の
術
、
相
諮
り
て
機
ん
な
り
。

道
を
以
て
機
む
。
乃
ち
其
の
金
木
水
火
土
穀
薬
の
用
を
利
し
で
以
て
こ
れ
を
厚
く
し
、

務
か
に
し
て
以
て
こ
れ
を
教
で
人
そ
し
て
常
有
ら
し
む
。
放
に
治
生
、
結
存
し
て
殊
な
ら
ず
。
人
々
天
下
、
生

聾
人
の
器
用
を
備
ふ
。
人
清
に
至
り
で
は
、
削
別
ち
奨
学
に
灘
れ
て
、
聖
人
の
遂
に
自
ら
ず
。
君
岳
父
子
夫
婦
朋
友
の
議
を
し
て
散
に

こ
れ
を
広
む
。

の

制

叩

守

拘

』

チ
s
a
J
j

の
み
。
昔
表
、
聖
人
、
天
下
生
生
一
の

(
文
義
不
明
)
、

の
徳
J
Z

み
な

枕
ま
し
め
、
宿
し
て
邦
家
、
継
い
で
乱
る
。
聞
と
に
七
入
の
痛
む
所
な
り
c

揚
子
雲
の
、

し
よ
り
今
に
査
一
る
ま
で
、
千

裁
に
泣
し
、
盗
人
の

一
言
ふ
者
有
る
莫
し
。
こ
れ
を
き
悶

の
み
。
俗
に
習
ら
ふ
者
こ
れ
を
開
き
、
多
く
怪
し
み
で

ぜ
ず
。
に
相
饗
り
を
為
し
、
終
に
教
に
神
ず
る
無
き
な
り
。
執
事
、
除
現
に
し
て
、
文
案
、
孟
朝
湯
雄
と
相
若
く
。

為
り
て
以
て
郡
一
一
人
の
遂
を
輿
存
し
、
時
の
入
、
後
の
入
を
し
て
、

ふ
や
略
〉
:
:
:
麟
く
は
執
事
、
簿
議
の
好
今
一
絶
ち
、
無
実
の

楊
護
老
釈
の
説
宏
弁
じ
、
霊
人
の
還
な
し
て
、
ま

茶
の
、
て
、
弘
く
京
く
天
下
の
土
に
援
し
、
孟
鋼
一
揚
雄
の
作
を
問
問
ぎ
、

の
為
す
所
を
去
絶
す
る
を
知
ら
し
め
ざ
る
。
:
:
・

35: -

見
は
し
め
よ
。

巻
十
四
所
録
)
門

7〕

長
々
と
右
に
掲
出
し
た
が
、

合
弁
駁
し
て

弁
じ
、

し
た
図
的
の
内
容
は
、
要
す
る
に
、

の
説
を
論
難
し
、
揚
縁
が
議
老
の
術

の
遊
を
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
総
切
な
韓
懇
の

の
道
を
散
に
明
ら
か
に
し
て
結
え
て
欲
し
い
、
と
懇
顕
し
た
志
の
で
あ
る
。

人
に
劣
ら
ぬ
文
章
宏
も
っ
て
、
散
を
調
機
感
す
る
老
釈
ニ
教
の
説
を

は
変
ら
な
い
。

張
籍
が
番
街
中
で
述
べ
て
い

の
根
底
に
あ
る
と
こ
ろ
は
、
も
と
よ
り
韓
惑
の

か
ら
の

で
あ
り
、

で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
ゾ
右
の
議
備
の

に
当
る
貞
一
万
十
一
年
作
の

で
斡
窓
が
、

の
遊
を
歌
演
す
。
鶏
鳴
い

の
業
は
削
郎
、
ち
欝
を
読
み
文
会
一
著
し
て
、

孜
孜
誠
一
周
と
し
ず
か
吋
ま
た
科
を
為
さ
ず
。
其
の

北
大
文
学
部
紀
嬰



唐
代
寸
道
統
説
」
小
考

所
は
皆
聖
人
の
書
な
り
。
楊
墨
釈
老
の
学
、
其
の
心
に
入
る
所
無
し
。
其
の
著
す
所
は
、
皆
六
経
の
旨
を
約
L
て
文
を
成
す
。
邪
を

抑
へ
正
に
与
L
、
時
俗
の
惑
ふ
所
を
弁
ず
。
〔
同
巻
十
六
)
〔
8
〕

と
泊
ゐ
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
る
。
そ
れ
故
、
張
籍
は
、
韓
愈
の
自
論
と
す
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
書
に
著
し
て
、
明
か
に
し
て
欲

し
い
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
要
請
じ
た
背
景
に
は
、
文
章
に
載
せ
る
べ
き
「
聖
人
の
道
」
を
め
ぐ
っ
て
、
張
籍
や
さ
ら
に
李

期
ち
が
韓
愈
の
教
示
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
聞
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
に
相
違
な
い
。

そ
れ
に
対
す
る
韓
愈
の
返
書
「
答
張
籍
書
〕
お
よ
び
「
重
答
張
籍
書
」
〔
『
韓
国
間
禁
集
』
巻
十
四
)
の
内
容
は
、
あ
ら
ま
し
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
自
分
も
聖
人
の
道
を
得
て
か
ら
、
他
人
に
は
狂
人
と
思
わ
れ
な
が
ら
も
、
長
年
、
釈
老
の
二
家
を
排
斥
し
て
き
た
が
、
そ
も
そ

も
こ
教
へ
の
崇
拝
は
、
上
は
天
子
に
ま
で
及
ん
で
い
る
程
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
排
斥
は
一
朝
一
夕
に
な
し
得
る
こ
と
で
も
な
く
、
ま

た
我
、
が
身
を
危
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
仕
業
な
の
だ
。
釈
老
を
排
斥
す
る
に
は
書
を
著
す
の
が
最
も
有
効
で
は
あ
る
が
、
自
分

- 36一

と
し
て
~
は
、

ま
だ
未
熟
な
今
で
は
な
ぐ
、

五
十
、
六
十
に
な
っ
て
か
ら
、
我
が
道
で
あ
る
孔
子
・
孟
子
・
揚
雄
の
伝
え
る
道
を
書
き
著
す

こ
と
に
し
て
も
遅
く
は
あ
る
ま
い
。

勝
愈
は
、
張
籍
の
要
請
に
対
し
、
自
重
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
張
籍
の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
儒
教
を
宣
揚
す
ベ

く
、
高
子
八
の
道
」
の
内
容
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
「
原
道
」
な
ど
の
論
文
を
世
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
道
統
説
を
開
陳
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
接
的
な
切
掛
け
を
張
籍
の
書
簡
に
求
め
て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
「
聖
人
の
道
」
の
内
容
を
明
か
す
る

こ
と
を
は
表
裏
を
な
す
仏
老
の
排
斥
の
面
に
お
い
て
、
韓
愈
自
身
が
危
供
し
た
通
り
、
五
十
二
歳
の
元
和
十
四
年
(
八
二

O
)
、
仏
教
を
痛

烈
に
批
判
し
た
「
論
仏
骨
表
」
を
発
表
七
た
が
故
に
、
潮
州
へ
皮
請
さ
れ
る
と
い
う
悲
運
を
招
い
た
の
で
あ
る
。



U 

李
期
の
道
統
説

な
っ
た
の
は
、

で
、
李
矧
一

貞
一
克
十
八

)
作
の

が
そ
れ

の
一
議
で
あ
る
「
中
庸
一
ム
弐

の
人
生
哲
理

し
て
発
揚
し
、
同
じ

や
『
易
』

の
根
拠
と

お
よ
び
聖
人
に
登
る
道
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
韓
為
時
一
の

論
文
と

そ
の

言
っ
て
よ
い

異
に
し
て
い
る
。

ニ…

c側
、
間
選
'V
一
取
上
げ
る
の

た
明
篠
な
対
仏
悲
の
意
識
を
も
っ
て
、

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

の
終
り
の

に
、
次
の
よ
う
に

督
者
、

こ
れ
〔
栓
命
の
道
)
合
以
て
綾
子
に
伝
ふ
。

こ
れ
を
得
て
、

ら
ず
し
て
復
る
。
其
の

Jt¥ 

に
違
は
ず
。

聞
や
其
れ
庶
き
か
、

し
、
と
。

翠
人
に

る
所
以
の
者
は
、

の

- 37 

の

へ
ら
る
る
な
り
。

の
養

は
ぎ
る
に
士
介
、
ざ
る
な
り
?
短
命
に
し

る
が
放
な
り
。
其
の

。コ

ぷ
所
、

一
雨
の

て、

必
ず
し
も
均
し
か

ゃ
、
石

て
こ
れ
を
↑
撃
ち
、
識
を
断
つ
。
子
諮
問
μ
く、

は
死
す
る
に

は
免
が
ず
、

と

ひ
て
死
す
。
由
や

ん
。
一
常
訟
を
得
て

る
然
き
に
旅
。
さ
る
な
り
。
其
の

斯
に
己
ま
ん
、
と
。
此
れ
性
命
令
}
正
ず
の

し
て
動
か
ざ
る

合
同
子
の

や
図
く
、
吾
何
そ

子

患

は

仲

尼

其

の

祖

の

と
。
判
の
門
入
、
護
者
の
公
掠
去
、
万

…
第
存
す
。
是
に
於
て
段
の
道
廃
欠
十
6
0 中

勝
間
十
七
第
を
述
べ
て
、
訟
て
孟
判
に

章
の
徒
、

州
問
自
く
、
我
閥
ム
i

に
し
て
心
を
動
か

れ
を
伝
ふ
J

秦
の
、

る
に
議
ひ
、

の
焚
か
れ
や
さ

北
大
文
学
部
紀
嬰



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

-
(
中
略
)
:
:
:
鳴
呼
、
性
命
の
書
存
す
と
離
も
、
学
者
能
く
明
か
に
す
る
莫
し
。
是
の
故
に
皆
荘
列
老
釈
に
入
る
。
知
ら
ざ
る

者
は
、
夫
子
の
徒
、
以
て
性
命
の
道
を
究
む
る
に
足
ら
ず
と
謂
ふ
。
こ
れ
を
信
ず
る
者
皆
是
れ
な
り
。
我
に
問
ふ
有
り
、
我
吾
の
知

る
所
を
以
て
し
て
伝
ふ
。
遂
に
書
に
書
し
て
、
以
て
誠
明
の
源
を
聞
く
。
(
『
李
文
公
集
』
巻
一
一
)
〔
9
〕

右
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

孫
子
思

1
1
4

孟
朝
|
|
公
孫
丑
・
万
章
|
|
一

(
秦
滅
書
)
一

I
l
l
i
-
-
:
・
:
:
李
矧

『
中
庸
』
四
十
七
篇

同
一
篇

「
復
性
書
」

子
思
が
『
中
庸
』
を
著
し
た
と
い
う
の
は
、
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
子
思
、
中
庸
を
作
る
」
と
見
え
、

叢
子
』
居
衛
篇
の
記
事
に
本
づ
い
た
と
考
え
ら
札
口
れ
0

四
十
七
篇
と
す
る
の
は
、
『
孔

- 38ー

「
以
て
孟
判
に
伝
ふ
」
と
云
う
が
、
『
史
記
』
孟
子
萄
卿
列
伝
に
、
孟
子
は
「
業
を

子
思
の
門
人
に
受
く
」
と
あ
り
、
時
代
か
ら
考
え
て
も
、
直
接
的
な
伝
授
の
関
係
に
は
な
い
。
し
か
し
韓
愈
も
、
本
稿
の
六
で
取
上
げ
る

が
、
「
孟
柄
、
子
思
を
師
と
す
」
と
云
い
、
師
受
の
関
係
と
見
な
し
て
お
り
、
韓
愈
の
自
説
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
孟
予
の
門
人
の
「
達
者
」
と
し
て
、
公
孫
丑
と
万
章
を
挙
げ
て
い
る
が
、
越
岐
の
「
孟
子
題
辞
」
に
、
「
高
弟
弟
子
の
公
孫
丑
・
万
章
の

徒
」
と
あ
る
。

な
お
韓
愈
は
、
前
出
「
答
張
籍
書
」
の
中
で
、
「
孟
糾
の
書
は
、
判
の
自
ら
著
す
に
非
ず
。
刺
既
に
没
し
、
其
の
徒
万
章
・
公
孫
丑
相
与

に
刺
の
言
ふ
所
を
記
す
の
み
」
と
云
い
、
公
孫
丑
と
万
章
が
孟
子
の
死
後
、
『
孟
子
』

を
作
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

張
籍
は

「
遺
公
第
二
書
」
で
、
「
伝
者
、
猶
ほ
孟
刺
自
ら
其
の
室
田
を
論
集
す
る
を
以
て
す
、
没
後
、

其
の
徒
こ
れ
を
為
る
と
云
は
ず
」

(
『
韓
昌
察



集
」
巻
十
附
出
所
録
〉

し
て
い
た
。

お

の
学
綾
な
ど
に
関
し
て
は
、

の
問
問
に
、
ず
で

し

て
は
上
っ
て
い
た
と
怒
わ
れ
る
。

さ
で
李
刻
の
道
統
設
は
、
孔
子
の
教
え
で
あ
る
性
命
の
道
が
、
正
し
く

る
が
、
反
語
、
な
ぜ
そ
の
議
が
衰
退
し
た
か
の

た
が
、
競
聞
は
あ
と
一
患
の
と
こ
ろ
で

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
に
法
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
に

で
あ
る
孔
予
の
道
は
、
弟
子
遣
に
伝
え
ら
れ

の
子
思
が
そ
の

る
た
め
で
あ

を

四
十
七
篤
と
し
て
述
作
し
、

し
、
地
の
子
路
や
掛
附
子
な
ど
に
お
い
て
は
得
道
に
各
々
一

一
篇
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
、
一
路
欠
し
て
し
ま

一
一
短
で
、

に
伝
え
た
も
の
の
、
秦
の

に
遭
い
、

った、

と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
じ
、

そ
の
解
説
は
、
性
命

一
篇
に
残
欠
し
た
と
は
い
え
、
「
中
庸
…
こ
そ
は
、

の
濯
を
正
し
く
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
故
、

が
説
く
諮
問
列
な
る
も
の
の
糠
を
開
明
し
、

て
、
聖
人
の
道
を
世
に
伝
え
努
か
に
し
よ
う
と
す
る

- 39ー

出
口
食
に
繋
が
っ
て
い
る
。
放
の

儒
教
で
は

行
く
の
に
対
す
る
い
反
撃
守
あ
っ
て
、
こ
れ
は
張
籍
の

に
歪
り
で
は
、
郎
、
奨
学
に
淵
紛
れ
て
、

の
道
念
究
む
る
に
足
ら
ず
」
と
言
っ
て
、
老
荘
思
想
や
仏
教
教
涯
に
流
れ
て

に
白
ら
ず
」
(
詰
出
吋
遼
公

の

第

と

一
で
あ
っ
た
。

李
総
は
、
聖
人
の

の
内
絡
を
「
性
命
い
と
い
う
人
間
の
内
阪
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、

人

関
の
内
一
郎
に
は
向
わ
ず
、

に
求
め
て
い
る
。

で
説
く
と
こ
ろ
の
聖
人
の

の
内
容
な
検
討
す
る
と
、

の
聖
人

ーと は
、
大
々
に
辺
相
生
養
す
る
の
道
い
が
}
も
っ
て
教
え
た
の
で
あ
っ
て
、
衣
食
住
の
方
蔀
で
あ
る
と
か
、
経
済
・
法
制
、
道
徳
・
文
化
の
向

た
の
で
あ
る
と
し
=
そ
の
道
の
内
容
は
、
言
わ
ば
隊
内
生
に
集
約
さ
れ
る
。
仏
老
に
対
す
る
態
度
も
、
本
一
。
絡
が
哲
学
的
内
容
で
対

し
た
の
に
対
し
、
韓
愈
は
、
社
会
生
摂
ょ
の
翠
品
駅
間
か
ら
の
非
難
に
終
始
し
て
い

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
「
道
統
説
L

小
考

両
者
の
道
の
相
違
を
た
と
え
る
な
ら
、
(
聖
)
人
と
(
聖
)

王
の
道
の
差
で
あ
る
。
李
期
が
、
誠
明
を
説
く
「
中
庸
」
に
聖
人
に
至
る
修

獲
の
遣
を
求
め
て
そ
の
顕
揚
を
意
図
し
た
の
と
は
異
り
、
韓
愈
が
、
主
者
の
道
を
中
心
に
説
く
孟
子
を
仰
望
し
、
崇
敬
し
た
こ
と
に
も
よ

く
表
わ
れ
て
い
る
。
道
に
対
す
る
そ
の
見
解
の
差
異
は
、
ま
た
韓
愈
の
道
統
説
に
も
反
映
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
韓
愈
の
道
統
説
の
検
討
に
移
ろ
う
。

四

「
送
浮
屠
文
暢
師
序
」

聖
人
め
道
の
授
受
の
関
係
が
系
譜
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
最
も
早
期
の
作
品
と
目
さ
れ
る
「
送
浮
屠
文
暢
師
序
」
を
ま
ず
取
上
げ
よ
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ぅ
。
問
、
送
序
中
に
、
貞
一
泡
十
九
年
(
八

O
三
)
春
、
柳
宗
一
万
の
紹
介
で
や
っ
て
来
た
僧
侶
、
文
暢
に
送
勺
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
お
り
、
韓
愈
三
十
六
歳
の
作
品
と
な
る
。
な
お
文
暢
の
名
は
、
「
送
文
暢
師
北
遊
」
詩
(
『
韓
一
昌
数
集
』
巻
二
)
に
も
見
え
る
。

円
一
民
の
初
め
て
生
ず
る
、
固
よ
り
禽
獣
蜜
知
の
若
く
然
り
。
聖
人
な
る
者
立
ち
、
然
る
後
宮
居
し
て
粒
食
し
、
親
を
親
と
し
て
尊
を
尊

-
び
小
生
者
は
養
ひ
て
死
者
は
蔵
む
る
を
知
る
。
是
の
故
に
道
は
仁
義
よ
り
大
な
る
は
莫
一
く
、
教
は
礼
楽
刑
政
よ
り
正
し
き
は
莫
し
。

一
こ
訊
を
天
下
に
施
せ
ば
、
万
物
其
の
宜
し
き
を
得
、
こ
れ
を
其
の
婦
に
措
け
ば
、
体
安
く
し
て
気
平
か
な
り
。
完
は
是
を
以
て
こ
れ

'
を
舜
に
伝
へ
、
舜
は
是
を
以
て
こ
れ
を
百
円
に
伝
へ
、
馬
は
是
を
以
て
こ
れ
を
湯
に
伝
へ
、
湯
は
是
を
以
て
こ
れ
を
文
武
に
伝
へ
、
文

γ

武
は
是
を
以
て
こ
れ
を
周
公
孔
子
に
伝
ふ
。
こ
れ
を
冊
に
書
し
、
中
国
の
人
世
と
こ
れ
を
守
る
。
今
浮
屠
と
い
ふ
者
、
r

執
か
為
し
て

ぺ
執
か
こ
れ
を
伝
ふ
る
や
。
〔
向
巻
二
十
)
〔
叩
〕

日
右
側
巴
掲
出

L
た
後
半
部
分
に
述
べ
ら
れ
る
聖
人
の
道
統
を
図
式
化
す
れ
ば
、



発

i
舜

i
掲

i
湯

l
文
・

-
孔
子

と
4

な
り
、

の
盟
関
係
が
明
確
に
な
る
。
孔
一
子
以
後
の

つ
い
て
は
、

か
れ
た
持
点

ず
で

の
中
で
〈
孔
子
i
章
子
l
揚
雄
〉
と
続
J

人
道
が
我
が
道
で
あ
る

し
、
意
識
さ
れ
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て

』、

な文
武
一
c

の
と
こ
ろ
の

静
称
す
る
形
に
な
る
が
、
文
武
は
合
わ
せ
て
郊
の
始
祖
と
考
え
る
と
卜
し
て
、
時
代
の
時
間
な
お

周
公
一
主
孔
子
を

組
に
し
た
表
漠
辻
、

は
さ
ら
に
み
「
赴
江
陵
途
中
寄
贈

学
土
」
詩

、.，./

Iこ

所
管
孔
罵
」
と
見
え
る
(
乳
周
と
逆
に
な
る
の
は
押
韻
の
関
係
〉
。
斡
愈
と
同
時
期
の
裳
震
の
「
寄
李
封
書
」
に

勃
の
「
ト
よ
吏
部
裟
侍
郎
啓
」
"
に
も
「
周
公
孔
氏
の
教
)
こ
れ
を

に
於
て

じ

巻五一↓一
λψ

と
あ
り
「
初
唐
の

存
す
れ
一
ど
も
代
に
行
わ
れ
ず
」
一
(
『
王

と
あ
る
。

が
崇
敬
し
て
や
ま
な
か
っ

と
も
に
王
者
で
は
な
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li' 

こ
の
潟
必
携
を
並
称
し
た
表
現
は
、
先
泰
以
来
の
文
献
に
頻
出
す
る
が
、
麿
代
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
の

の
論
拠
と
し
た
の
は
)
更
め

五
百
有
余
歳
。

で
も
な
く

の
記
述
で
あ

炉

、“

の
若
き
は

で
こ
れ
を
知
り
、

の

は
聞
き
て
こ
れ
を
知
る
。
湯
よ

，
考
文
玉
に
一
惜
ふ
る
支
で
、

五
百
有
余
議
。
伊
川
m
J

燕
奈
の
若
き
は
刑
制
ち
阿
見
て
こ
れ
を
知
り
、

よ
り
孔
予
に
至
る
支
で
、
五
百
有
余
歳
。

会
知
る
。
孔
子
よ
り
一
如
来
、
今
に
至
る
ま
で
、

で

は

、

ら

孔

子

ま

で

、

の
若
き
は
到
ち
聞
き
て
こ
れ
を
知
る
c

こ
れ
を
知
り
、
孔
?
?
の

は
別
ち
間
関
き
て
こ
れ

か
ら
ざ
る
な
り
。
〔
日
〕

一
間
き
て
知
る

て
脈
々
と
承
け
継
が
れ
、
約
五
百

を
に
袈
人
が
出
現
し
た
、

と
説
く
。
こ
れ
も
図
示
す
る
と
、

北
大
文
学
務
記
要



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

発
・
舜

l
湯
|
文
玉

l
孔
子

と
な
り
、
韓
愈
の
道
統
の
骨
子
は
、
『
孟
子
』
に
求
め
得
る
の
だ
が
、
韓
愈
の
と
比
較
し
、
完
舜
を
並
称
し
か
っ
馬
を
舜
桑
と
同
列
に
は
扱

わ
な
い
点
、
武
王
と
周
公
が
聖
人
と
し
て
の
系
統
に
掛
け
ら
れ
て
い
な
い
点
が
異
な
る
。

後
者
の
点
だ
が
、
韓
愈
に
掲
示
さ
れ
た
聖
人
七
名
は
、
実
は
『
漢
書
』
古
今
人
表
の
最
上
級
に
位
置
す
る
「
上
聖
」
の
と
こ
ろ
に
、
「
帝

発
陶
唐
氏
」
と
し
て
よ
り
以
降
、
「
帝
舜
有
虞
氏
」
、
「
帝
高
夏
后
氏
」
、
「
帝
湯
段
商
氏
」
、
「
文
王
周
氏
」
、
「
武
主
」
、
「
周
公
」
、
そ
し
て
「
仲

尼
」
を

L
て
ま
で
を
掲
げ
て
い
る
の
と
一
致
す
る
。
全
く
の
遇
然
と
は
言
い
難
い
。
同
表
の
記
述
を
襲
っ
た
か
、
な
い
し
は
、
漢
代
以
降

の
当
時
の
儒
家
の
聖
人
観
に
沿
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
前
者
の
、
高
を
加
え
て
〈
完

l
舜

l
再
〉
と
分
離
す
る
の
は
、

韓
愈
に
、
桑
・
舜
・
百
円
聞
の
禅
譲
と
い
う
帝
位
継
承
の
問
題
が
、
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
そ
の
問
題
は
、
韓
愈

の
「
対
局
問
」
(
巻
十
一
)

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
の
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
「
送
浮
屠
文
暢
師
序
」
に
お
い
て
、

初
め
て
開
陳
さ
れ
た
韓
愈
の
道
統
一
説
は
、

当
時
の
儒
家
伝
統
の

聖
人
観
と
い
う
枠
組
の
中
で
展
開
さ
れ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
見
方
を
換
え
れ
ば
、
先
王
か
ら
孔
子
ま
で
の
道
統
に
、
孟

子
を
同
列
に
じ
て
繋
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
聖
人
観
を
打
ち
破
る
大
胆
な
見
解
で
あ
る
、

と
推
察
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

さ
で
韓
愈
が
聖
人
の
道
を
明
か
に
し
、

道
統
を
説
く
の
は
、

仏
教
や
道
教
と
い
う
異
端
を
排
撃
し
、

儒
教
を
宣
揚
す
る
た
め
で
あ
る

が
、
「
原
道
」
の
内
容
の
検
討
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、

さ
れ
る
。
韓
愈
は
、
古
代
に
理
想
社
会
が
あ
っ
た
と
す
る
尚
古
主
義
的
な
立
場
か
ら
、
聖
人
の
道
の
内
容
を
述
べ
た
後
、
発
か
ら
孔
子
ま

右
掲
同
送
序
の
前
半
部
分
か
ら
、

韓
愈
が
道
統
を
説
い
た
具
体
的
な
理
由
が
見
出

で
伝
え
ら
れ
た
正
統
な
る
道
が
、
人
々
に
代
々
守
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
説
き
、

で
は
仏
教
は
誰
が
作
り
、
伝
え
た
も
の
か
と
論
駁
す
る
。

つ
ま
り
韓
愈
の
道
統
説
は
、
伝
来
の
新
旧
に
よ
る
正
統
性
の
上
か
ら
比
較
し
、
仏
教
に
対
し
て
、
儒
教
が
絶
対
的
な
優
位
性
を
も
つ
こ
と



を
示
し
誇
ら
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
っ

さ
ら
に
、
く
じ
く
も
説
い
た
相
手
が
僧
侶
守
あ
っ
た
こ
と
が
物
諮
る
よ
う
に
、
そ
の
比
較
意

に
、
弘
教
の
所
議
伝
燈
の
苓
在
が
な
か
っ
た
と
は
設
え
な
い
で
、
あ
ろ
う
。

五

「
原
道
」

は
、
貞
一
万
二
十

て
永
貞
一
苅
年
〈
八

O
五
)
、
韓
金
三
十

の
作
品
と
推
測
さ
れ
る
ο

た
だ
、
確
定
誌
で
み
ぜ
な
い
が

「
進
学
解
」

た
関
口
十
六
歳
以
後
の
作
で
は
な
い
か
、
と
す
る
説
(
章
第
徳

も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
磁
節
で
・
取
上
げ
た
平
裕
一
浮
屠
文
穆
師
序
い
よ
り
後
出
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

ニ
ニ
九
買
、
人
民
出
版
社
、

一
九
人
。

さ
で
冒
頭

る
を
こ

行
ひ
て
こ
れ

L-

る

「
原
遣
い
は
、

と
並
ん
で
、
韓
議
の
態
強
方
認
を
代
表
す
る
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の

に
つ
い
て
は
す
で
に
少
し
く
触
れ
て
き
た
の
で
、

、、U
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玄
関
係
す
る
部
分
だ
け
を
掲
げ
る
こ
と

に
入
ら
ざ
れ
ば

へ
、
孔
子
没
し
て
、

晋
宋
斉
梁
醜
賎
の
聞
に
仏
あ
り
。

の
道
徳
仁
義
を
4

一一一色ふ

楊

に
入
ト
り
ざ
れ
ば
則
ち
老
に
入
り
、
者
に
入
ら
ざ
れ
ば
期
ち
仏
に
入
る
。
:
:
:
(
中
路
)
:
:
:
臼

く

向

の
道
に

る
な
り
。
桑
是
な
以
て
こ
れ
を

舜
に
伝
へ
、

へ
、
湯
是
を
以
て
こ
れ
を
文
・
武
・
照
公

へ
、
文
・
武
・

周
公
こ
れ
を
孔
子
に
缶
へ
、

れ
を
孟
制
約

の
訟
を
得
ず
。

訳
び
て
請
し
か

宮ヨz
nl'l 

り
て
詳
か
ら
ず
。

よ
り
し
て
上
は
、
上
に
し
て
君
為
り
。

の
奉
行
は
る
。

ょ
、
り
し
て
下
伸
弘
、

に
し
て
臣
為
り
。

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

故
に
其
の
説
は
長
し
。
(
同
巻
十
一
)

1

門

ロ

〕

「
原
道
」
に
至
っ
て
、

よ
う
や
く
孔
子
以
後
の
道
統
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
系
図
化
し
よ
う
。

完
1

舜
|
再

l
湯
1

文
・
武
・
周
公

l
孔
子
|
孟
刺

前
節
で
得
ら
れ
た
図
と
見
較
べ
て
、

孟
子
が
新
た
に
系
統
に
繋
が
れ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
に
つ
れ
て
、

先
に
は
〈
周
会
・
孔

子
〉
と
組
に
さ
れ
て
い
た
も
の
が
分
離
し
、

孔
子
が
ャ
独
立
す
る
一
方
、

り
、
八
文
武
周
公
〉
が
ら
孔
子
へ
と
い
う
伝
授
の
関
係
一
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
他
は
全
て
独
立
分
離
し
て
い
な
が
ら
、
一
ケ
所
の
み
一
ニ
名
と

文
武
か
ら
受
け
継
ぐ
関
係
に
あ
っ
た
周
公
が
、

文
武
と
組
に
な

い
う
の
は
異
様
で
、
修
辞
上
か
ら
は
せ
め
て
八
文
武
l
周
公
l
孔
子
〉
と
い
う
授
受
の
関
係
に
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

周
公
と
孔
子
が
分
離
さ
れ
た
の
は
、
「
周
公
よ
り
し
て
上
は
、
上
に
し
て
君
た
り
、
:
:
:
周
公
よ
り
し
て
下
は
、
下
に

L
て
臣
た
り
」
と
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と
規
定
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
文
武
周
公
か
ら
孔
子
へ
と
し
た
の
は
、
「
周
道
衰
へ
、
孔
子
没
し
」
と
云
う
時
代
的
な
分
析
を
行
っ
た
こ

と
に
起
因
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
が
、

と
も
か
く
も
孔
子
お
よ
び
孟
子
、
と
く
に
孟
子
を
表
章
せ
ん
が
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
言
わ
ば

「
周
孔
の
道
」
か
ら
「
孔
孟
の
道
」

へ
の
転
換
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
韓
愈
の
道
統
説
は
、

一
応
の
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
原
道
」
に
お
い
て
、
萄
子
と
揚
雄
に
つ
い
て
は
、
「
択
び
て
詳
し
か
ら
ず
、
語
り
て
詳
か
な
ら
ず
」
と
云
い
、
道
統
か
ら

除
外
す
る
理
由
を
述
べ
て
い
る
が
、
孟
子
を
孔
子
に
繋
ぐ
理
由
は
、
直
裁
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
孟
子
・
萄
子
・
揚
雄
の
一
二
者

に
対
す
る
評
価
が
、

ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
読
萄
子
」
な
る
一
文
が
あ
る
の
で
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
、
合
わ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

始
め
吾
孟
.
判
の
書
を
読
み
、
然
る
後
に
孔
子
の
道
尊
く
、
聖
人
の
道
行
ひ
易
く
、
王
は
王
た
り
易
く
、
覇
は
覇
た
り
易
き
を
知
る
な
り
。

以
為
ら
く
孔
子
の
徒
没
し
、
聖
人
を
尊
ぶ
者
は
、
孟
氏
の
み
、

と
。
晩
に
揚
維
の
書
を
得
て
、
益
ミ
孟
氏
を
尊
信
す
。
雄
の
書
一
に
因

り
孟
氏
益
ミ
尊
し
。
則
ち
雄
な
る
者
も
ま
た
聖
人
の
徒
か
。
聖
人
の
道
、
世
に
伝
は
ら
ず
、
周
の
衰
ふ
る
や
、
事
を
好
む
者
、
各
ミ



其
の
説
を
以
て
時
君
に
干
め
、
紛
紛
籍
籍
と
し
て
相
乱
れ
、
六
経
と
百
家
の
説
錯
雑
す
。
然
れ
ど
も
老
師
大
儒
猶
ほ
在
り
。
秦
に
火

あ
り
、
漢
に
黄
老
あ
り
。
其
の
存
し
て
醇
な
る
者
、
孟
朝
氏
の
み
。
萄
氏
の
書
を
得
る
に
及
ん
で
、
是
に
子
て
ま
た
背
氏
な
る
者
有

る
を
知
る
な
り
。
其
の
辞
を
考
ふ
る
に
、
時
に
醇
粋
な
ら
ざ
る
が
若
き
も
、
其
の
帰
を
要
む
る
に
、
孔
子
と
具
な
る
者
一
鮮
し
。
抑
ミ

猶
ほ
明
雄
の
聞
に
在
る
か
。
孔
子
詩
書
を
制
り
、
春
秋
を
筆
削
し
、
υ

鴨
志
に
合
ず
る
者
は
こ
れ
を
著
し
、
道
に
離
る
る
者
は
こ
れ
を
制

く
。
故
に
詩
書
春
秋
は
庇
無
し
。
余
、
有
氏
の
合
は
ざ
る
者
を
削
り
、
聖
人
の
籍
に
付
さ
ん
と
欲
す
。
ま
た
孔
子
の
志
か
。
一
孟
子
は

醇
乎
と
し
て
醇
な
る
者
な
り
。
萄
と
揚
と
は
大
醇
に
し
て
小
庇
あ
り
。
(
同
巻
十
一
)
〔
臼
〕

韓
愈
が
孟
子
を
孔
子
巴
継
ぐ
者
と
し
た
の
は
、
孟
子
の
幸
一
日
が
、
聖
人
の
道
を
純
粋
中
の
純
粋
な
ま
で
に
伝
え
る
も
の
で
、
一
孔
子
や
先
主

の
道
へ
、
正
じ
く
誘
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
韓
愈
自
身
、
τ

孟
子
に
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
確
信
を
一
層
、

深
く
さ
せ
た
の
は
、
同
じ
く
孟
子
を
尊
ん
だ
揚
雄
の
書
を
読
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
揚
雄
を
高
く
価
う
の
は
、
「
与
孟
尚
喜
書
」
，
(
同
巻
十

八
)
に
、
孟
子
の
言
葉
に
続
け
て
、
彼
の
『
法
一
言
』
吾
子
篇
に
あ
る
「
古
者
、

楊
墨
、

路
に
塞
が
る
。

孟
子
、
辞
し
て
闘
い
て
廓
如
た
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り
」
一
と
云
う
言
葉
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
尊
孟
の
態
度
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
韓
愈
は
、
そ
の
揚
雄
を
聖
人
の
徒
で
あ
る
と
し
つ
つ
、

ま
た
萄
子
を
、
孔
子
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
少
く
、
孟
子
と
揚

雄
の
中
聞
に
位
置
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
「
大
醇
に
し
て
小
庇
あ
り
」
と
し
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
斥
け
る
の
で
あ
る
。
何
が
「
小

庇
」
で
あ
る
の
か
、
他
の
韓
愈
の
発
言
の
跡
を
精
査
し
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
よ
く
分
ら
な
い
。
韓
愈
は
、
相
手
の
思
想
内
容
に
立
ち
入
つ

て
、
具
体
的
に
批
判
を
加
え
る
こ
と
は
少
な
く
、
揚
雄
に
つ
い
て
は
、
王
奔
の
意
に
阿
訣
し
て
「
劇
秦
美
新
」
を
作
っ
た
と
す
る
行
動
、

萄
子
に
つ
い
て
は
、
非
十
二
子
篇
に
見
え
る
、
孟
子
や
子
思
を
非
難
じ
た
態
度
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
そ
れ
は
〉
韓
愈
自
身

こ
そ
が
、
孔
子
、
そ
し
て
孟
子
の
道
を
あ
く
ま
で
純
粋
に
受
け
継
ぐ
者
で
あ
る
、

と
い
う
強
い
自
負
の
発
露
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

以
上
を
要
す
る
に
、
「
原
道
」
に
お
け
る
韓
愈
の
道
統
説
は
、
孟
子
に
対
す
る
尊
信
と
帰
依
の
情
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
豊
田
う

こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
「
刺
の
死
す
る
や
そ
の
伝
を
得
ず
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
韓
愈
自
身
が
そ
の
伝
を
受
け
て
い
る

こ
と
の
表
明
で
あ
っ
た
。

...r... 
~、

「
送
王
損
秀
才
序
」

「
原
道
」
で
は
、
孔
子
以
後
の
道
統
に
言
及
し
、
孔
子
か
ら
直
ち
に
孟
子
を
掛
け
、
以
後
の
断
絶
を
説
く
が
、
孔
子
か
ら
孟
子
に
至
る

学
問
の
系
統
、
師
承
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
「
送
王
損
秀
才
序
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

吾
常
に
以
為
ら
く
、
孔
子
の
道
は
大
に
し
て
能
は
博
し
。
門
弟
子
、
偏
く
観
て
尽
く
識
る
能
は
ざ
る
な
り
。
故
に
こ
れ
を
学
び
て
皆
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其
の
性
の
近
し
と
す
る
所
を
得
。
其
の
後
離
散
し
て
諸
侯
の
固
に
分
処
す
。
ま
た
各
ミ
其
の
能
く
す
る
所
を
以
て
弟
子
に
授
く
。
原

速
く
し
て
末
益
と
分
る
。
蓋
し
子
夏
の
学
は
、
其
の
後
に
因
子
方
有
り
。
子
方
の
後
、
流
れ
て
荘
周
と
為
る
。
故
に
周
の
書
、
喜
ん

で
子
方
の
人
と
為
り
を
称
す
。
萄
卿
の
書
、
聖
人
を
語
る
に
必
ず
孔
子
・
子
弓
と
日
ふ
。
子
弓
の
事
業
は
伝
は
ら
ず
。
惟
だ
太
史
公

書
弟
子
伝
に
、
姓
名
字
有
り
、
肝
管
子
弓
と
日
い
、
子
弓
は
易
を
商
塵
に
受
く
、
と
。
孟
判
は
子
思
を
師
と
す
。
子
思
の
学
は
、
蓋

し
曾
子
に
出
づ
。
孔
子
没
し
て
よ
り
、
群
弟
子
に
書
有
ら
ざ
る
は
莫
し
。
独
り
孟
判
氏
の
伝
の
み
、
其
の
宗
を
得
。
:
:
:
(
中
略
)

:
・
故
に
学
者
必
ず
其
の
道
と
す
る
所
を
慎
む
。
楊
墨
老
荘
仏
の
学
を
道
と
し
て
、
聖
人
の
道
に
之
か
ん
と
欲
す
る
は
、
猶
ほ
断
港

絶
演
に
航
し
て
、
以
て
海
に
至
る
を
望
む
が
ご
と
し
。

故
に
聖
人
の
道
を
観
ん
こ
と
を
求
む
る
は
、

必
ず
孟
子
よ
り
始
む
。
(
同
巻

二
十
)
〔

M
〕



右
の
送
序
に
は
、
孟
子
の
外
、
萄
子
と
荘
子
の
学
統
に
つ
い
て
も
説
か
れ
て
い
る
。
韓
愈
に
考
察
せ
ら
れ
た
学
統
を
整
理
す
る
と
、

子
夏
|
|
田
子
方

1

1
荘
周

孔

子

八

ー

商

窪

|

子

弓

|
|
萄
卿

曾
子

l
i
子
思

|
|
孟
刺

と
な
る
。
右
の
学
統
を
定
め
た
根
拠
と
し
て
、

八
孔
子
1

商
窪
l
子
弓
〉
の
関
係
の
み
、
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
の
記
事
を
掲
げ
て
い

る
が
、
他
は
伝
記
等
の
史
的
な
証
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

韓
愈
の
説
に
沿
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
荘
子
の
学
統
だ
が
、
『
荘
子
』
に
田
子
方
篇
が
あ
り
、
韓
愈
の
云
う
よ
う
に
、
盛
ん
に
回

田
子
方
の
学
統
と
す
べ
き
孔
子
の
高

弟
の
名
を
求
め
る
な
ら
、
子
貢
と
な
る
。
子
貢
の
名
は
二
十
八
例
見
え
る
が
、
子
夏
の
名
は
見
え
な
い
。
事
実
、
『
呂
氏
春
秋
』
仲
春
紀
当

子
方
を
称
揚
し
て
い
る
。
だ
が
、
同
じ
く
『
荘
子
』
中
に
称
揚
さ
れ
る
人
物
か
ら
と
い
う
手
法
で
、

染
篇
に
は
、
「
因
子
方
は
子
貢
に
学
ぶ
」
と
云
う
。
韓
愈
が
田
子
方
の
出
る
と
こ
ろ
を
子
夏
の
学
と
す
る
の
は
、
『
史
記
』
儒
林
伝
に
「
団

子
方
:
:
:
の
属
の
如
き
は
、
皆
業
を
子
夏
の
倫
に
受
く
」
と
云
う
の
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
布
子
』
が
「
必
ず
孔
子
・
子
弓
と
日
ふ
」
と
云
う
の
は
、
非
十
二
子
篇
に
「
仲
尼
・
子
弓
是
な
り
」
、
ま
た
「
仲
尼
・
子
弓
の
義
に
法

る
」
と
あ
り
、
儒
数
篇
に
も
一
例
あ
る
。
子
弓
に
つ
い
て
、
韓
愈
の
あ
げ
る
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
は
、
「
子
弘
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
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孟
子
と
子
思
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
三
で
触
れ

た
。
子
思
の
学
が
曾
子
か
ら
出
る
と
す
る
の
は
、
『
孟
子
』
中
に
、
品
目
子
の
言
葉
が
頻
繁
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
、
『
礼
記
』
槽
弓
上
篇
に

『
漢
書
』
儒
林
伝
で
は
、
「
子
弓
」
に
作
り
、

商
窪
の
再
伝
と
し
て
い
る
。

両
者
の
問
答
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
韓
愈
は
、
荘
子
・
萄
子
・
孟
子
の
三
つ
の
学
統
を
示
し
、
孟
子
の
学
統
の
み
、
正
統
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
だ
が
、

の
こ

北
大
文
学
部
紀
要



寝
泊
代
「
滋
統
説
」
小
考

る
萄
子
と
桜
子
は
、
ぺ
関
列
で
は
な
い
。

-
老
・
荘
。
仏
と
い
う
異
議
の

し
て
進
ゐ
ば
、
聖
人
の

に
至
ω

る
ζ

と

捻
出
来
な
い
ど
、
義
子
を
異
端

と
こ
ろ
が
、
線
愈
が
荘
予
の
文
章
を
高
く
一
詳
留
し
℃
い
た
こ
と
は
、

て
排
除
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

わ
礼
文
学
史
民
に
撮
っ
た
「
送
量
東
野
序
」

の
中
で
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
歴
代
の
「
文
を
以
て

叩
辞
を
以
て
鳴
る
い
と
し
て
別
接
に
扱
い
、

あ
ま
つ
さ
え
ぷ
月
間
議
州
李
使
君
設
相
」

(
需
巻

に
お
い
て

十
一
一
)

で
は
、

る
文
章
の

云
う
、
其
の
奈
何
と
も
す
べ
き
無
き
を
知
り

つ
に
吋
荘
子
』
を
挙
一
げ
で
い
る
。

り
い
に
作
る
)
。

こ
ろ
に
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
学
統
に
あ
る
と
し
た
所
以
と
も
一
日
一
問
え
る
。

と
れ
に
安
ん
じ
命
弘
法
ふ
は
、
聖
な
り
」
ど
の
ご
と
く
、
荘
子

人
潤
世
籍
、
の

く
」
と
し
て
あ
る
一
部
分

ま

tヱ
韓
窓
に
と
っ
て
、
文
と
道
と
は
、

?こ
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則
ち
兼
ね

の
辞
に
通
ぜ
ん
と
欲
す
。
其
の
辞
に
通
ず
る

本
よ
り
古
道
に

な
り
。

る
よ
う
に
グ
一
体
の
も
の
で
あ
る
は
ず

兵
議
と
す
る

を
唱
好
す

の
議
度
は
、
何
と
考
え
れ
ば
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に

の

に
対
す
る

に
対
し
、

よ
り
明
瞭
に

て
い
る
。

に
云
う
。

に
、
尚
間
集

-
尚
賢

て
す
。
寵
れ
ど
も
孔
子
は
大
人
を
樹
党
る
。

の
邦
に
岩
り
て
は
、

の
大
夫

を
非
ら
ず
。
春
秋

す。

て
仁
に
親
し

博
く
施
し
衆
な
済
ふ
た
以
て
裂
と
為

mm
科
安
以
て
弟
子
を
進
褒
す
。

し
て
名
の
称
ぜ

る
を
疾
む
。
尚



賢
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

孔
子
は
祭
る
に
在
す
が
如
く
す
。

我
し
祭
れ
ば
則
ち
福
を
受
〈
と

祭
り
て
祭
ら
ざ
る
が
如
く
な
る
者
を
議
る
。

日
ト
点
。
明
鬼
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
儒
墨
は
同
じ
く
完
舜
を
是
と
し
、
同
じ
く
築
制
を
非
と
す
。
同
じ
く
心
を
修
め
心
を
正
し
℃
、
以
て

天
下
国
家
を
治
む
。
美
容
相
悦
ば
ざ
る
こ
と
、
是
の
如
く
な
る
や
。
余
以
為
ら
く
、
弁
は
末
学
に
生
じ
、
各
と
務
め
て
其
の
師
の
説

を
普
る
。
二
師
の
道
の
本
然
る
に
非
ざ
る
な
り
。
孔
子
は
必
ず
墨
子
を
用
ー
ひ
、
墨
子
は
必
ず
孔
手
を
用
ふ
。
相
用
ひ
ざ
れ
一
ぽ
、
~
孔
墨

と
為
す
に
足
ら
ず
。
ョ
(
同
巻
十
一
)
〔
日
υ

韓
愈
は
、
墨
子
の
説
く
尚
同
・
兼
愛
・
尚
賢
・
明
鬼
の
思
想
内
容
は
、
本
質
的
に
孔
子
の
教
え
と
異
な
ら
な
い
と
、
実
例
を
あ
げ
て
明

か
に
じ
、
孔
子
と
墨
子
は
、
お
互
い
の
説
を
受
け
入
れ
あ
う
で
あ
ろ
う
、
と
さ
え
云
い
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
老
子
に
つ
い
て
は
、

「
師
説
」
一
(
同
巻
十
二
)
の
中
で
、
孔
子
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
墨
子
な
ど
の
説
を
、
無
原
則
に
容
認
し
た
の
で
は
な
い
。
「
送
浮
屠
文
暢
師
序
」
(
前
出
)
の
冒
頭
に
、

人
に
固
よ
り
儒
の
名
に
し
で
墨
の
行
ひ
な
る
者
有
り
。
其
の
名
を
問
へ
ば
則
ち
是
に
し
て
、
其
の
行
ひ
を
校
す
れ
ば
非
な
り
。
以
て
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こ
れ
と
瀞
ぶ
ベ
け
ん
や
。
如
し
墨
の
名
に
し
て
儒
の
行
ひ
な
る
者
有
ら
ん
。
そ
の
名
を
問
へ
ば
則
ち
非
に
し
て
、
其
の
行
ひ
を
校
す
¥

れ
ば
而
ち
是
な
り
。
以
て
こ
れ
と
瀞
ぶ
ベ
け
ん
や
。
〔
げ
〕

と
云
う
と
こ
ろ
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
そ
の
名
を
見
る
の
で
は
な
く
、
内
実
を
見
る
こ
と
に
、
原
則
は
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

じ
、
そ
の
た
め
に
は
儒
者
と
し
て
名
実
の
一
致
し
た
、
醇
乎
と
じ
た
限
を
必
要
と
す
る
。

し
か

そ
れ
故
に
、
韓
愈
は
、
自
身
の
学
問
遍
歴
に
照
ら
じ
て
、
王
秀
才
に
説
い
た
の
で
あ
る
。
荷
子
も
、

さ
ら
に
荘
子
も
、
そ
の
学
統
伝
一
ボ

さ
れ
る
通
り
、
そ
こ
に
は
孔
干
の
教
え
が
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
部
分
を
酌
み
と
っ
て
一
層
の
血
肉
に
す
る
の
は
よ
い
が
河

そ
れ
を
識
別
す
る
眼
を
備
え
る
た
め
に
は
、

ま
し
て
初
学
者
に
お
い
て
は
、
進
む
べ
き
端
緒
を
誤
つ
て
は
な
ら
ず
、

ま
ず
「
必
ず
孟
子
よ

北
大
文
学
部
組
要



唐
代
「
道
統
説
」
小
考

り
始
め
」
よ
、
と
。

異
端
の
排
撃
、
そ
の
相
手
に
対
す
る
姿
勢
は
、

韓
愈
に
言
わ
せ
れ
ば
、
自
身
の
態
度
、
姿
勢
に
何
ら
矛
盾
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
し
か
し
て
翻
っ
て
見
る
に
、
道
統
説
と
は
表
裏
を
な
す

一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
排
斥
す
べ
き
主
た
る
対
象
は
、
発
生
の
根

本
を
全
く
異
に
す
る
仏
教
に
あ
っ
た
ζ

と
が
、
浮
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

本
稿
一
に
お
い
て
、
道
統
説
が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
に
、
古
文
運
動
の
存
在
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
運
動
の
強
力
な
担
い
手
で
あ
っ
た

一回一

柳
宗
元
、
劉
爵
錫
と
い
っ
た
人
物
に
は
、
道
統
を
説
い
た
論
述
が
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
は
、
同
ニ
で
明
か
に
し
た
、
「
聖
人
の
道
」
の
宜
揚

と
は
表
裏
を
な
す
仏
老
排
撃
の
問
題
と
深
く
闘
っ
て
い
る
。

韓
愈
は
、
柳
宗
元
が
仏
教
を
噌
む
こ
と
を
た
び
た
び
非
難
し
て
い
た
よ
う
で
、

か
ら
ざ
る
者
有
り
、
往
往
に
し
て
易
・
論
語
と
合
す
。
:
:
:
孔
子
と
道
を
異
に
ぜ
ず
」
(
『
柳
宗
元
集
』

こ
れ
に
対
し
て
、

柳
宗
元
は
、
「
浮
図
は
誠
に
斥
く
べ

巻
二
十
五

「
送
僧
浩
初
序
」
)
と

答
え
て
い
た
。
こ
の
柳
宗
元
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
士
大
夫
達
が
、
儒
教
で
は
道
を
究
む
る
に
足
ら
ず
と
し
て
、
仏
教
や
老
荘
思
想
に
額

い
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
三
の
、
李
朝
も

し
、
仏
老
排
撃
に
奮
戦
し
た
韓
愈
の
方
こ
そ
、
珍
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
仏
老
に
対
す
る
排
斥
態
度
の
濃
淡
の
差
が
、
道
の
正
統
性
の
問
題
に
対
す
る
意
識
の
差
と
な
っ
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。
古
文

運
動
と
道
統
説
と
が
深
く
関
る
と
は
い
え
、
張
籍
が
要
請
し
、
李
朝
に
も
説
か
れ
た
通
り
、
道
統
の
問
題
は
、
韓
愈
や
そ
の
門
下
の
聞
に

「
復
性
書
」

の
中
で
述
べ
て
い
た
通
り
で
、

当
時
に
お
い
て
は
、
儒
教
一
尊
の
立
場
を
固
持



重
視
芯
れ
、
議
論
さ
れ
党
情
題
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
得
ょ
う
。

韓
愈
の
道
統
説
に
つ
い
て
、
画
・
五
・
六
と
分
け
て
論
じ
た
が
、
そ
れ
は
、
道
統
説
形
成
に
過
程
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
ら
か
、
!
と

い
う
、
ξ

と
と
、
そ
れ
が
開
陳
さ
れ
た
各
々
に
理
由
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
明
か
に
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
韓
愈
に
道
統
が
説
か

れ
る
に
至
っ
た
第
一
の
理
由
は
、
と
く
に
仏
教
に
対
し
、
儒
教
の
優
位
性
、
正
統
性
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
。
第
二
の
理
由
は
、
孟
子
の

顕
揚
v

に
あ
る
。
第
二
の
点
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
経
書
に
対
す
る
態
度
の
問
題
と
関
わ
る
。

本
稿
こ
で
、
韓
愈
が
「
六
経
の
旨
を
約
し
て
文
を
成
す
」
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
同
三
で
、
李
朝
が
「
復
性
書
」
は
「
中
庸
」
を
発

揚
し
一
7

そ
の
内
容
を
開
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
経
警
に
対
し
、
従
来
の
訓
詰
学
的
態
度
を
墨
守
す
る
の
で
は
な

く
、
色
自
由
な
精
神
的
態
度
で
の
ぞ
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
自
由
な
精
神
と
い
っ
て
も
、
経
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
聖
人
の
本
旨
を
汲

み
主
り
、
発
揮
す
る
上
に
お
い
て
の
意
味
か
ら
で
あ
る
。
当
然
、
自
ら
も
聖
人
の
本
旨
を
述
べ
著
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
聖
人
の
教
え
を
説
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
経
」
で
な
く
と
も
、
た
と
い
「
子
」
で
あ
っ
て
も
、
等
価
値
的
に
尊
ぶ
と
い
う
道
を

聞
く

L-の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
宋
代
に
至
っ
て
、
韓
愈
が
提
示
し
た
孟
子
の
学
統
に
依
拠
し
、
孔
子
の
『
論
語
』
、

曾
マ
ず
の
『
大
学
』
、
子
思
の
『
中
庸
』
、
そ
し
て
『
孟
子
』
が
四
書
と
し
て
、
経
書
に
準
じ
る
位
置
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

後
伐
と
の
関
係
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
道
統
の
問
題
は
、
韓
愈
評
価
の
問
題
と
も
相
侯
っ
て
、
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
韓

愈
の
道
統
説
は
、
や
が
て
朱
子
に
継
が
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
晩
唐
、
北
宋
の
聞
に
、
そ
れ
に
言
及
し
論
ず
る
例
も
多
い
。
晩
唐
で
は
、

八
一
孔
手
21孟
子
|
文
中
子
!
韓
愈
〉
と
い
う
道
統
を
示
し
た
皮
日
休
の
「
請
韓
文
公
配
饗
太
学
書
」
(
『
皮
子
文
薮
』
巻
一
二
)
な
ど
が
あ

り
、
北
宋
に
入
る
と
、
柳
聞
や
孫
復
、
石
介
、
蘇
紙
等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
も
な
い
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
、
稿

な
改
忠
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

北
大
文
学
部
紀
要
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唐
代
ー「

道
一統
」説

考

注(l}

宋
代
の
道
統
論
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
「
宋
学
に
お
け
る
道
統
論

に
吋
つ
い
て
」
(
『
中
哲
文
学
会
報
』
第
六
号
、
ム
一
九
八
一
年
)
参
照
。

(2M
一
前
野
直
彬
『
中
国
文
学
史
』
れ
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
)

、

}

一

千

五

頁

。

{

{3)

以
下
、
韓
愈
・
李
鞠
・
張
籍
の
事
蹟
や
著
作
の
年
代
は
、
特
に
こ

正
わ
ら
ぬ
限
り
、
各
々
、
羅
聯
添
『
韓
愈
研
究
』
(
学
生
書
局
、
民

国
六
十
六
年
)
↓
・
同
「
李
朝
荷
究
」
一
笥
国
立
編
訳
館
館
判
』
第
二
巻

第
三
期
)
・
同
一
「
張
籍
年
譜
」
(
『
大
陸
雑
誌
』
二
十
五
巻
四
・
五
・

六
期
)
に
よ
る
。

(4)

吋
景
印
文
淵
閤
四
庫
全
書
』
集
部
二
十
三
(
台
湾
商
務
印
書
館
、

'
一
一
民
国
七
十
五
忌
土
所
収
の
も
の
を
底
本
と
し
た
。
以
下
、
『
韓
日
日
ム
凝

集
』
一
色
略
称
。
な
お
-
後
掲
引
用
、
原
文
は
、
・
底
本
の
ま
ま
正
字
・
俗

字
を
混
用
し
て
掲
げ
た
。

(
5
)

李
鞠
と
韓
愈
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
李
朝
の
文
学
観
に
つ

い

τ)(『
古
問
教
授
退
官
記
念
巾
悶
史
学
語
学
論
集
』
所
収
、
東
方

:
白
書
応
、
一
九
八
五
年
)
で
触
れ
た
o
-

(6)

原
文
に
は
「
乃
物
其
金
木
水
火
土
穀
薬
之
用
以
厚
之
」
と
あ
る
が

伊
東
倫
厚
先
生
の
御
教
一
不
に
よ
り
、
「
物
」
は
「
利
」
の
就
学
と
解
し

た。

(
7
}

武
内
義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
(
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
三
巻
所

十
収
、
角
川
書
底
、
一
九
七
九
年
汁
)
に
よ
る
。

原

文
〔

l
〕
必
先
道
徳
而
後
文
祭
。

〔

2
〕
文
章
可
以
俄
進
モ
道
徳
可
以
長
保
。

-
(
3
〕
道
徳
仁
義
、
非
文
不
明
。
穫
祭
刑
政
、
非
文
不
立
。

〔

4
〕
静
道
徳
仁
義
楼
智
信
、
以
管
其
情
、
以
復
其
性
。
此
文
所
由
作

也
。
故
文
之
大
者
、
統
三
才
理
高
物
、
其
次
叙
損
益
助
教
化
、
其

次
陳
善
悪
傭
勧
戒
。
始
伏
義
登
孔
問
、
従
斯
道
失
。

〔

5
〕
有
徳
之
文
信
、
無
徳
之
文
詐
。
皐
陶
之
歌
、
史
克
之
領
、
信
也
。

子
朝
之
告
、
宰
話
之
詞
、
詐
也
、
而
士
君
子
恥
之
。
夫
子
之
文
章
、

健
商
惇
駕
。
僅
商
残
而
孔
仮
孟
朝
作
。
益
六
経
之
遺
也
。
屈
平
宋

玉
哀
而
傷
、
際
一
山
不
返
。
六
経
之
道
遜
失
。
論
及
後
世
ぉ
力
足
者
、

不
能
知
之
。
知
之
者
、
力
或
不
口
止
。
則
文
義
寝
以
微
失
。
文
願
行
、

行
願
文
。
此
其
輿
於
古
歎
。

〔

6
〕
有
張
籍
者
、
年
長
於
朝
、
而
亦
同
学
於
僕
。
其
文
拠
物
相
上
下
。

一
一
一
年
業
之
、
庶
幾
至
乎
。

〔

7
〕
頃
承
論
子
執
事
。
嘗
以
為
世
俗
陵
燥
、
不
及
古
昔
。
蓋
聖
人
之

道
、
陵
地
之
所
為
也
。
宣
尼
没
後
、
楊
朱
墨
程
、
恢
説
異
説
、
干

惑
人
聴
。
孟
刺
作
書
而
正
之
、
聖
人
之
道
、
復
存
子
世
。
秦
氏
滅

事
、
漢
重
以
黄
老
之
術
教
人
、
使
人
寝
惑
。
揚
雄
作
法
言
而
続
之
、

聖
人
之
道
猶
明
。
及
漢
衰
末
、
西
域
浮
屠
之
法
、
入
子
中
国
Q

中

園
之
人
、
世
世
誇
而
康
之
。
黄
老
之
術
、
相
沿
市
嫌
。
天
下
之
言
一
善

者
、
惟
二
者
而
巳
失
。
品
目
者
聖
人
以
天
下
生
生
之
道
臓
。
乃
物
其
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以
教
之
、
係
人
有
常
。

城
崎
鼎
珊
翠
入
る
器
用
戸
部
応
予
ム
情
一
、
罰
則
溺
子
関
災
犠
寸
市
川
小
山
間
帯
ア
翌
人

一
之
滋
P

使
数
肉
料
父
子
夫
緑
樹
友
之
棋
戦
沈
於
散
、
十
郎
邦
家
緩
説
。
関

十
五
え
所
痛
也
。
自
揚
?
?
繁
一
作
法
品
目
凶
…
至
令
、
近
手
数
、
奥
山
我
診
察

犬
之
遂
者
T
一
一
…
滋
之
棋
倒
倣
執
事
車
一
局
耳
ρ

習
俗
灘
間
之
、
多
怪
而
不
信
。

健
制
制
慾
縦
断
、
終
処
一
袴
於
一
教
也
y
執
務
線
開
明
、
文
章
輿
孟
靭
機
激
務

落
。
議
為
一
章
百
以
制
問
中
校
駿
人
之
進
、
使
時
之
人
後
之
入
、
知
其
去

緩
時
開
勝
一
之
所
為
乎
。
:
:
:
(
中
略

γ
:
:
附
概
数
苓
絡
博
塞
之
好
、

孫
然
資
之
談
、
弘
世
腕
以
緩
天
下
ふ
い
品
、
綴
平
凪
制
判
揚
縫
之
作
、
締
併
協
怖
感

老
務
之
泊
叫
有
仙
波
媛
人
之
遂
、
p

復
見
子
索
。

(
S〕
一
災
梁
附
則
的
機
議
帯
夜
文
、
歌
崎
偶
発
舜
之
滋
。
鶏
鳴
而
程
、
孜
孜
滋
亦

不
為
副
作
む
其
所
一
線
、
地
閣
幾
人
之
診
。
綴
間
意
一
懇
老
之
媛
、
無
所
入
一
於

業
心
。
災
所
総
樹
、
後
約
六
経
之
者
而
成
文
。
抑
m州
政
ハ
豆
、
同
神
昨
吋
俗

吾
修
正
而
終
一
品
目
崎
、
斯
己
実
。
此
正
後
ん
時
ぷ
鴨
川
一
間
也
。

7γ
思
仲
尼
之
孫
、

終
災
被
之
道
、
途
中
庸
間
十
七
織
、
以
簿
於
孟
柄
。
約
日
、
災
関
間

十
不
動
心
。
籾
之
門
人
迷
者
公
孫
丑
凝
血
宇
品
/
~
徒
、
綴
織
問
之
突
。
遊

楽
減
数
、
小
勝
之
不
焚
者
、
一
耕
練
移
溺
3

於
ゑ
此
道
庭
料
紙
o

・e-

小
中
略
)
:
:
:
鳴
符
使
命
之
仙
波
地
獄
存
、
島
ナ
者
築
後
明
。
ゑ
絞
殺
ω

人

於
荘
列
送
絡
む
本
知
者
議
中
大
子
之
後
不
足
以
鵡
射
性
命
之
進
。
信
之

品
鳴
錦
除
問
泌
也
。
中
将
向
於
我
、
攻
以
努
之
一
的
知
而
捕
降
索
。
遂
骨
曾
於
勢
、

以
開
問
誠
明
之
滅
。

(
ぬ
〕
反
之
初
役
、
総
務
食
敬
愛
紹
然
。
怒
入
者
立
、
然
後
知
{
約
康
郎

校
食
、
持
制
裁
市
首
守
幕
、
中
一
品
制
緩
稲
死
者
裁
。
是
欽
道
官
減
火
予
仁
義
、

教
莫
正
乎
機
嫌
別
致
。
総
之
於
天
下
、
前
向
物
得
災
銭
、
捻
之
於
其
拐
、

後
前
夜
間
後
彩
。
発
以
是
簿
之
舜
、
舜
以
悶
Ah
持
貯
之
百
円
、
苗
円
以
ゑ
拙
博
之

潟
、
湯
以
是
縄
開
之
文
武
、
文
武
以
是
博
之
路
公
孔
子
。
幾
之
於
胤
怖
、

中
間
閉
之
人
叫
部
内
刊
H
e

之
O

〈

hr
浮
居
者
、
時
抗
為
市
捕
時
之
務
Q

(
日
〕
潟
仇
問
問
品
舛
支
払
町
湯
、
五
百
彩
絵
成
c

楚
訪
問
点
半
胸
間
約
目
見
而
知
之
、
今
後

湯
期
間
照
一
向
知
之
。
市
開
札
附
T
A

泌
於
す
〈
玉
、
五
万
・
獄
絵
歳
。
務
伊
労
務
牛
小

別
見
泌
総
之
、
公
文
王
則
関
節
知
之
ο

防
災
受
歪
於
孔
子
、
五
夜

中
付
総
緩
む
若
太
公
日
間
話
散
笈
ル
…
倒
的
結
而
知
之
、
若
礼
子
期
間
附
知
之
。

出
孔
子
隠
命
本
気
於
今
、
一
六
有
品
開
歳
。
公
町
出
活
入
之
散
、
お
相
此
其
未
遠

山
品
。
川

〔
ロ
)
潟
遂
表
、
川
孔
ヴ
ム
J

没
、
火
仁
子
山
説
明
、
黄
老
子
渓
1

撒
郁
子
後
来
撒
芸
術
貌

陪
同
…
之
向
。
災
後
送
籍
仁
義
者
、
不
入
一
子
滋
刻
入
子
塁
、
不
入
子
議
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唐
代
「
道
統
説
」
小
考

則
入
子
老
、
不
入
子
老
則
入
子
例
。
・
:
:
(
中
略
v
:
・
・
日
、
斯
道

何
道
也
。
日
、
斯
五
口
所
語
道
也
。
非
向
所
謂
老
奥
偽
之
道
也
。
桑

政
是
傍
之
舜
、
舜
以
是
俸
之
馬
、
苗
円
以
是
傍
之
湯
、
湯
以
是
傍
之

文
武
周
公
、
文
武
周
公
傍
之
孔
子
、
孔
子
俸
之
孟
刺
。
朝
之
死
不

得
其
惇
薦
。
萄
奥
揚
也
、
捧
駕
而
不
精
、
語
湾
而
不
詳
、
自
周
公

而
上
、
上
而
為
君
。
故
其
事
行
。
白
周
公
而
下
、
下
而
為
臣
。
故

守
其
設
長
。

〔
U
Y
始
吾
讃
孟
判
4

昔
、
然
後
知
孔
子
之
道
尊
、
聖
人
之
道
易
布
、
王

易
王
、
覇
易
覇
也
。
以
為
孔
子
之
徒
没
、
尊
聖
人
者
、
孟
氏
而
巳

尖
。
晩
得
揚
雄
書
、
益
尊
信
孟
氏
。
因
雄
主
目
而
孟
氏
益
尊
。
則
雄

者
亦
聖
人
之
徒
敗
。
聖
人
之
道
、
不
惇
子
世
、
周
之
衰
、
好
事
者
、

各
以
其
読
干
時
君
、
.
紛
紛
籍
籍
相
乱
、
六
経
輿
百
家
之
説
錯
雑
。

然
老
師
大
儒
猶
在
。
火
子
秦
、
昔
一
老
子
漠
。
其
存
而
醇
者
、
孟
刺

氏
而
止
耳
。
及
得
荷
氏
室
宍
子
是
又
知
有
荷
氏
者
也
。
考
其
僻
、

時
若
不
醇
粋
、
要
其
蹄
、
奥
孔
子
昇
、
者
鮮
失
。
抑
猶
在
刺
雄
之
間

乎
。
孔
子
制
詩
書
、
筆
削
春
秋
、
合
子
道
者
著
之
、
離
子
道
者
割

之
。
故
詩
書
春
秋
無
抗
o
p
余
欲
一
削
有
氏
之
不
合
者
、
附
子
聖
人
之

籍
。
亦
孔
子
之
志
敗
。
孟
氏
醇
乎
醇
者
也
。
萄
奥
揚
大
醇
而
小
庇
。

〔
日
比
〕
一
五
日
常
以
為
、
孔
子
之
道
、
大
而
能
博
。
門
弟
子
不
能
偏
観
而
霊

議
也
。
故
閉
宇
誇
而
比
自
得
其
性
之
所
近
。
其
後
離
散
分
慮
諸
侯
之
図
。

又
各
以
其
所
能
授
弟
子
。
原
遠
而
末
益
分
。
蓋
子
夏
之
準
、
其
後

存
国
子
方
σ

子
方
之
後
、
流
而
為
荘
周
。
故
刷
之
室
宍
喜
稀
子
方

之
為
人
。
萄
卿
之
主
宍
詩
聖
人
必
日
孔
子
子
弓
。
子
弓
之
事
業
不

俸
。
惟
太
史
公
害
弟
子
曲
師
、
有
姓
名
字
、
日
肝
様
子
弓
、
子
弓
受

易
於
商
標
。
孟
刺
師
子
思
。
子
忠
之
阜
、
蓋
出
曲
百
子
。
自
孔
子
没
、

翠
弟
子
莫
不
有
害
。
濁
孟
刺
氏
之
油
開
得
其
宗
。
:
:
:
(
中
略
)
:
・
:

故
撃
者
必
慎
其
所
道
。
道
於
楊
墨
老
荘
例
之
向
学
、
而
欲
之
聖
人
之

道
、
猶
航
断
港
総
演
、
以
望
至
於
海
也
。
故
求
観
聖
人
之
道
者
、

必
自
孟
子
始
。

〔
日
〕
皐
古
道
、
別
欲
兼
通
其
僻
。
通
其
辞
者
、
本
志
於
古
道
者
也
。

〔
日
〕
儒
議
塁
、
以
尚
閃
兼
愛
尚
賢
明
鬼
。
而
孔
子
畏
大
人
。
居
是
邦
、

不
非
其
大
夫
。
春
秋
談
専
臣
。
不
尚
悶
哉
。
孔
子
泥
愛
親
仁
。
以

博
施
済
衆
為
型
。
不
兼
愛
哉
。
孔
子
賢
賢
。
以
四
科
進
褒
弟
子
。

疾
没
世
而
名
不
稀
。
不
尚
賢
哉
。
孔
子
祭
如
在
。
議
祭
如
不
祭
者
。
日

我
祭
則
受
稿
。
不
明
鬼
哉
。
儒
墨
同
是
発
舜
、
同
非
築
材
。
同
修

身
正
心
、
以
治
天
下
図
家
。
笑
不
相
悦
如
是
哉
。
余
以
為
婦
生
子

末
向
学
、
各
務
佳
同
其
師
之
説
。
非
二
姉
之
道
本
然
也
。
孔
予
必
用
墨

子
、
墨
子
必
用
孔
子
。
不
相
用
、
不
足
為
孔
墨
。

〔
げ
〕
人
固
有
儒
名
而
墨
行
者
。
問
其
名
則
是
、
校
其
行
則
非
。
可
以

奥
之
遊
乎
。
如
有
墨
名
而
儒
行
者
。
問
其
名
則
非
、
校
其
行
則
是
。

可
以
奥
之
遊
乎
。
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